
金
滞
古
蹟
志
巻
十
六

之
飽
銭
プ
今
狛
磁
白
粥
四
郎
者
家
↓
以
需
-
-
金
簡
玉
札
吋
一
然
積
v
之
共
文
部

偲
勝
安
“
共
贋
者
不
v
侠
ν
論
也
。
と
。
右
遺
蹟
は
今
も
あ
り
て
、
蛍
闘

能
美
郡
尾
添
村
た
る
加
費
宮
と
い
ふ
紳
澗
の
傍
な
る
地
を
ぽ
、
邑
人

質
代
坊
屋
敷
跡
と
や
ひ
侮
へ
た
り
。
回
定
即
ち
彼
の
元
職
年
中
の
寅
代

坊
澄
隆
が
庵
を
結
び
居
た
る
遣
社
怠
り
け
り
。
彼
の
尾
添
村
摘
四
郎

が
家
に
停
来
せ
る
錨
鐙

τふ
も
の
は
，
泰
澄
鋭
巻
と
稿
し
1

泰
澄
が

自
筆
と
い
ひ
偲
へ
、
白
山
縁
起
と
も
い
へ
り
。
此
の
巻
軸
は
白
山
紳

盤
の
紳
託
の
趣
を
記
載
し
て
、
傘
末
に
、

紳
鎗
元
年
甲
子
六
月
十
八
日
泰
澄
沙
門
判

賓
代
坊
右
京
進
・
安
本
雨
人
相
渡

右
の
如
〈
記
載
せ
り
。
白
山
史
に
い
へ
る
如
く
、
共
の
贋
作
な
る
と

と
勿
論
と
は
い
へ
ど
も
.
彼
の
澄
隆
が
時
贋
治
せ
し
に
あ
ら
宇
。
明

暦
元
年
丸
月
中
宮
村
農
民
盟
右
衛
門
の
寄
付
に
、
白
山
縁
起
泰
澄
大

師
御
自
筆
、
私
家
に
代
々
傭
来
候
廃
、
寛
永
十
九
年
九
月
御
覧
可
v
被
v

成
皆
に
而
指
上
。
と
見
h
、
此
の
時
よ
り
金
津
城
内
へ
引
揚
げ
に
相

成
り
居
た
る
を
、
元
緑
十
一
年
に
白
山
争
論
再
褒
に
付
・
尾
添
村
の
邑

人
よ
り
願
に
よ
り
下
渡
さ
れ
し
を
、
彼
の
澄
隆
尾
添
村
よ
り
取
出

し
、
と
の
組
鑑
に
擦
り
て
賀
代
坊
の
坊
披
を
名
乗
り
て
、
賀
代
坊
澄

伊
藤
平
右
衛
門
殿

永

原

左

京

殿

一
、
諸
園
に
白
山
勤
講
地
数
多
御
座
候
。
江
戸
小
石
川
白
山
宮
・
秩

父
札
所
白
山
富
・
越
後
郡
上
山
・
周
囲
野
宿
白
山
宮
・
遠
州
潰
松
白
山
・

'
尾
州
因
幡
村
白
山
宮
・
濃
州
白
山
・
勢
州
七
ケ
所
白
山
宮
・
京
都
三
ク

所
白
山
宮
、
別
而
丹
州
鮪
井
郡
升
谷
白
山
富
大
枇
に
御
座
候
へ
共
、

無
住
地
故
、
先
年
縁
起
相
調
、
浅
草
小
出
伊
勢
守
殿
御
屋
敷
b
持
参

仕
供
。
且
又
氏
子
中
相
額
申
候
故
、
先
年
在
京
仕
候
節
、
愚
借
丹
州

民
罷
越
紳
事
相
勤
申
候
。
又
々
氏
子
中
相
貌
申
候
閥
、
近
内
法
類
弟

子
分
之
借
家
遺
可
v
申
与
奉
v
存
候
。
惣
而
諸
園
に
白
山
往
昔
勤
諦
之

地
、
八
千
八
ク
寺
与
泰
澄
御
停
に
も
承
及
申
候
。
依
v
之
末
位
並
奮
坊

共
再
興
仕
度
候
へ

E4n.
御
閲
石
川
郡
佐
羅
村
平
松
大
明
紳
・
同
郡

日
紳
子
村
宮
・
同
・
郡
御
供
岡
村
玉
鉾
五
働
・
同
鎮
守
山
王
櫨
現
之
枇
零

落
仕
罷
有
候
閥
、
再
興
仕
度
事
v
存
候
へ
共
、
御
園
御
郡
方
に
而
御
座

候
故
、
再
典
雄
v
仕
奉
v
存
候
。
右
三
ナ
所
末
枇
再
興
之
儀
御
菟
被
v骨

ma

成
下
-
候
様
に
奉
v
願
候
。
御
領
内
に
末
枇
数
ケ
所
御
座
候
皆
、
御
園
寺

祉
御
奉
行
所
に
も
相
建
申
候
。
扱
叉
玉
鉾
五
悌
白
山
御
本
地
堂
由
緒

僻
記
紛
敷
俄
御
座
侯
付
、
先
年
古
停
承
合
、
潟
昌
末
々
之
-
自
他
宗
本
寺

企
部
古
蹟
志
巻
十
宍

.且.，、

隆
と
稀
し
、
尾
添
村
の
邑
民
を
か
与
え
込
み
、
白
山
別
賞
所
再
興
の

名
義
を
主
張
し
‘
尾
添
以
下
白
山
箆
十
六
村
は
寛
文
の
争
論
以
来
幕

府
領
と
成
り
た
る
に
よ
り
寸
江
戸
へ
出
で
、
白
山
末
位
檎
紳
宮
等
再

興
の
趣
を
申
立
て
、
脚
質
問
国
仰
の
許
可
を
江
戸
寺
祉
事
行
よ
り
諦

け
‘
江
戸
城
内
の
庚
式
向
を
か
A
え
込
み
、
一
時
共
の
名
を
と
ど
る

か
せ
し
は
一
脊
事
と
も
い
ふ
ぺ
し
。
温
故
遺
文
民
蛾
せ
た
る
澄
隆
の

書
簡
務
。

蛍
御
領
に
御
座
候
石
川
郡
佐
羅
村
早
松
大
明
紳
・
岡
田
紳
子
宮
・
玉
鉾

五
偽
堂
・
同
鎮
守
山
王
権
現
之
枇
頭
再
興
仕
度
奉
v
存
候
。

一
、
玉
鉾
五
偽
堂
白
山
由
緒
、
先
年
古
停
承
合
、
震
=
末
タ
与
奉
v
存、

緒
本
寺
方
並
芝
増
上
寺
貞
春
前
大
借
正
等
b
加
筆
相
額
申
候
停
記
雨

傘
所
持
仕
候
。
別
而
玉
鉾
五
働
白
山
御
本
地
堂
、
泰
澄
大
師
之
御
開

基
醤
地
紛
無
=
御
座
-
候
。
新
地
与
申
に
而
は
無
a
御
座
-
候
。
則
自
山
側

定
山
上
・
山
中
・
山
下
武
拾
一
・
グ
所
之
内
に
而
御
座
候
。
右
佐
羅
早
松

大
明
紳
ソ
日
一
脚
子
・
玉
鉾
五
悌
等
白
山
川
末
枇
武
拾
一
-
グ
所
之
趣
、
江
戸

寺
枇
御
奉
行
所
ね
申
上
置
候
問
、
乍
悔
御
取
成
を
以
、
願
之
遁
相
叶

侠
様
被
v
震
=
仰
上
-
可
v
被
v
下
候
。
以
上
。

卯
丸
月
日

白

山

寺

賀

代

坊

印

方
加
筆
相
額
申
候
僻
記
雨
傘
所
持
仕
候
。
御
園
方
自
山
宮
は
日
本
惣

本
寺
惣
本
宮
与
奉
v
存
候
。
末
々
一
等
落
無
住
所
b
は
、
御
園
主
・
御
領

主
h
相
建
、
法
類
之
借
差
遣
可
v
申
与
奉
v
存
候
。

一
、
白
山
末
位
御
領
・
私
領
共
に
敷
ヶ
所
零
落
仕
候
付
‘
右
窃
=
再
興

之
-
来
辰
之
春
江
戸
町
中
動
化
之
願
書
、
鳥
居
伊
賀
守
殿
御
用
番
之

節
、
御
寄
合
罷
出
指
上
世
申
蕗
‘
五
月
十
八
日
森
川
出
m
m
守
殿
等
御

寄
合
之
節
、
愚
借
被
aaH出
一
右
願
之
遁
御
免
之
趣
被
v
震
-
仰
付
二
群
有

車
券
候
。
中
略
。
乍
忌
宜
御
取
成
を
以
被

vp仰
上
-
可
.
被

v下候
。

七

月

目

白

山

寺

貸

代

坊

印

判

玉
井
勘
解
由
殿

御
取
次
中

按
A
Y
る
に
‘
賀
代
坊
と
云
ふ
は
、
尾
添
の
隣
邑
中
宮
村
怠
る
白
山
中

宮
の
枇
借
た
ら
ん
か
。
永
正
五
年
の
白
山
締
頂
私
記
に
は
.
中
宮
法

議
坊
と
見
h
、
源
平
盛
衰
紀
に
も
、
中
宮
八
院
三
位
の
衆
徒
の
張
本

智
積
・
宛
明
・
法
廷
一
宮
々
と
見
ね
た
り
。
尾
添
の
貸
代
坊
と
い
へ
ど
、

尾
添
な
る
は
彼
の
澄
隆
が
尾
添
に
居
た
る
後
た
り
。

O
香
林
坊
木
戸
跡

奮
藩
中
は
香
林
坊
木
戸
と
て
‘
橋
下
往
来
に
栂
門
を
建
て
、
傍
に
夜

番
人
の
詰
所
を
建
置
き
、
夜
中
往
来
人
の
縮
方
を
た
し
た
り
。
此
の

七




